
　釣竿を振る手を休めてふと足下に目を移すと
…いたいた、７～８cmの黒い二枚貝が川底にた
くさん突き刺さっているではありませんか①！
陸上で見ると表面の一部が金色に輝き、なかなか
の美麗種です②。ここは北東北の渓流釣りのメッ
カ、岩手県の安家川。この川は河口付近まで見事
な渓畔林が発達しており水質が良く、カワシン
ジュガイの生息地としても知られています。
　漢字で書けば「川真珠貝」ですが、この貝から
真珠が採れるという訳ではなく、昔ヨーロッパで
近縁種から真珠を採取していたのが名前の由来
のようです。日本では北海道と本州に生息してい
ますが、生息条件はとてもデリケートで、水温
20℃以下のきれいな川でしか生きていけません。
さらに、春に卵から孵化した幼生が約2ヶ月もの
間、ヤマメのエラに寄生して成長するという特殊
な生活を送るため、その川からヤマメがいなくな
ると本種も絶滅してしまいます。裏を返せばこの
貝は、ヤマメを育む清流のシンボルとも言えるで
しょう。
　最近では、河川の改修工事や水質の悪化などに
より減少傾向にあり、全国版レッドリストで絶滅
危惧Ⅱ類に指定されています。安家川の本種も岩
泉町と野田村の天然記念物に指定されており、も
ちろん採集禁止です。

　禁漁間近の9月下旬、北上川の某支流に入渓し
た時の事。河原に多くのカワシンジュガイの殻が
打ち上げられており、これは･･･と期待して釣り
上がったところ、予想通り良型のヤマメが結構釣
れました③。透明感抜群の淵の底を見ると、やっ
ぱりいました、数十匹が川底から顔？を覗かせて
います④。
　この川と安家川の共通点は、川岸ぎりぎりまで
迫る発達した渓畔林です。【川面に落ちる葉っぱ
→水中の有機物→川虫→ヤマメ←カワシンジュ
ガイ←水中の有機物←川面に落ちる葉っぱ】･･･
といった食物連鎖の図式が描けそうです。本種の
保全には採集禁止の措置に加えて、食物連鎖の基
盤となる渓畔林を保全していくことが重要で
しょう。そして私の様な釣り人があまりヤマメを
釣り過ぎない事も･･･

②陸上で撮影 ③北上川某支流のヤマメ ④北上川某支流の本種

①カワシンジュガイ群生地

清流のシンボル
   －カワシンジュガイ－

専門官　有本　　実津軽白神森林生態系保全センター
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ま
た
、も
う
一
方
の
管
轄
区
域
で
あ
る
湯
沢
市

の
高
松
・
川
原
毛
地
区
に
つ
い
て
も
名
所
が
数
々

あ
り
、
日
本
三
大
霊
地
（
恐
山
・
立
山
・
川
原
毛
）

の
一
つ
で
あ
る
「
川
原
毛
地
獄
山
」
や
、
滝
壺
が

温
泉
と
な
る
「
川
原
毛
大
湯
滝
」、
渓
谷
美
の
「
三

途
川
」、秘
湯
情
緒
い
っ
ぱ
い
の「
泥
湯
温
泉
」と
、

自
然
の
迫
力
と
癒
や
し
が
混
在
す
る
地
域
で
す
。

皆
さ
ん
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う

か
。

　　
こ
の
よ
う
に
、当
管
内
で
は
観
光
地
を
多
く
抱

え
な
が
ら
各
種
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、請
負

監
督
や
巡
検
、
林
道
点
検
等
、
外
業
の
際
に
は
常

に
観
光
地
付
近
の
異
状
や
国
有
林
へ
の
不
法
投

棄
等
が
な
い
か
注
意
を
払
い
な
が
ら
行
動
し
て

い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
不
法
投
棄
は
毎
年
発
見
さ
れ
、署

担
当
と
湯
沢
市
が
迅
速
な
対
応
を
し
て
く
れ
る

お
か
げ
で
広
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、予
防
の
た

め
に
も
巡
視
は
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
地
域
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
地
熱
開
発
が
国
有
林
内
で

行
わ
れ
て
お
り
、以
前
か
ら
稼
働
し
て
い
る
上
の

　
私
が
勤
務
す
る
湯
沢
森
林
事
務
所
は
秋
田
県

の
県
南
部
、湯
沢
市
の
国
道
13
号
線
沿
い
に
あ
る

湯
沢
支
署
の
一
角
に
事
務
所
を
構
え
て
い
ま
す
。

管
轄
す
る
区
域
は
羽
後
町
に
あ
る
国
有
林
約
１
，

６
０
０
ha
と
湯
沢
市
に
あ
る
国
有
林
の
一
部
、高

松
・
川
原
毛
地
区
の
約
４
，２
０
０
ha
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、私
の
担
当
す
る
地
域
の
紹
介
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
ま
ず
羽
後
町
で
す
が
、羽
後
町
と
言
え
ば
国
の

重
要
無
形
民
族
文
化
財
の
西
馬
音
内
盆
踊
り
や
、

優
れ
た
景
観
等
か
ら
日
本
の
坂
道
三
十
選
で
あ

る
七
曲
峠
等
が
有
名
で
す
。特
に
盆
踊
り
は
有
名

で
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
が
、七
曲

峠
に
つ
い
て
も
冬
場
に
「
ゆ
き
と
ぴ
あ
七
曲
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
夕
暮
れ
の
中
、
沿

道
の
ろ
う
そ
く
の
と
も
し
び
に
照
ら
さ
れ
な
が

ら
馬
そ
り
に
揺
ら
れ
て
雪
の
回
廊
を
行
く
花
嫁

道
中
は
幻
想
的
で
す
。

　
そ
の
七
曲
峠
、
夏
場
の
穴
場
的
な
所
と
し
て
、

私
も
業
務
で
近
く
に
行
っ
た
際
に
た
ま
た
ま

知
っ
た
の
で
す
が
、七
曲
峠
を
登
り
切
っ
た
先
に

「
み
は
ら
し
荘
」と
言
う
建
物
が
あ
り
、そ
こ
の
広

場
か
ら
の
眺
望
は
名
前
通
り
、横
手
盆
地
や
湯
沢

雄
勝
地
域
、出
羽
山
地
を
ぐ
る
り
と
見
晴
ら
す
こ

と
が
で
き
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岱
地
熱
発
電
所
（
最
大
出
力
２
万
８
千
kw
）
に
加

え
、
今
年
５
月
に
は
山
葵
沢
（
わ
さ
び
ざ
わ
）
地

熱
発
電
所
（
最
大
出
力
４
万
２
千
kw
）
が
建
設
着

工
し
４
年
後
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
し
て
い

ま
す
。

　　
こ
れ
に
は
昨
年
以
降
、計
画
が
本
格
化
す
る
に

つ
れ
現
地
の
確
認
作
業
や
立
会
い
が
頻
繁
に
あ

り
、署
の
職
員
と
と
も
に
忙
し
く
対
応
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
無
事
着
手
し
た
こ
と
で
少
し

落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

　
管
内
に
あ
る
こ
れ
ら
の
発
電
所
が
稼
働
し
た

場
合
、計
算
上
で
は
上
の
岱
地
熱
発
電
所
が
約
５

万
３
千
世
帯
、山
葵
沢
地
熱
発
電
所
が
約
８
万
世

帯
分
の
電
力
を
賄
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。大
ま
か

に
秋
田
県
南
部
は
地
熱
だ
け
で
カ
バ
ー
で
き
る

こ
と
に
な
り
、実
際
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
に
し

ろ
そ
の
供
給
力
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
国
内
で
も
約
20
年
ぶ
り
の
大
型
地
熱
発

電
所
建
設
に
、森
林
官
と
し
て
間
近
で
関
わ
る
こ

と
が
で
き
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、今
は
10
数
年
前
と
違
い
現
場
を
知
る

先
輩
方
も
少
な
く
な
り
、代
わ
り
に
最
近
は
便
利

な
G
P
S
や
グ
ー
グ
ル
に
頼
る
事
も
多
く
な
り

ま
し
た
が
、今
後
も
国
有
林
を
適
切
に
管
理
出
来

る
よ
う
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

みはらし荘からの眺望

川原毛地獄山

川原毛大湯滝

建設中の山葵沢地熱発電所

観光・名所に囲まれて
秋田森林管理署湯沢支署 森林官（湯沢担当区）　今野　和之

森林官からの手紙
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